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特集：病院図書室と電子情報

図
コ
書室への
ンピュータ・ネットワークの導入

１。はじめに

長い間、情報の伝達は紙を媒体としたもの

が中心であり、図書室では印刷された書籍や

定期刊行物を主に収集、整理し、利用者に提

供してきた。しかし、近年のコンピュータ技

術・通信技術の発達に伴って、情報の提供媒

体は紙だけでなく ＣＤ－ＲＯＭやコンピュータ・

ネットワークなど電子媒体によるものが加わ

り、それらは急速に増えてきている。

特にコンピュータ通信を介して入手した電

子化された情報は、ストックしておくのでは

なく、必要なときに必要なものを検索して入

手すればよく場所をとらない。また、情報伝

達速度が印刷物と比較して圧倒的に速く、情

報のタイムラグが小さいなど多くの利点があ

る。そしてこれらのコンピュータ通信ネット

ワークには、個人が簡単にアクセスし、エン

ドユーザー自らが情報の検索、入手を行うこ

とが可能だ という特徴かある。更にコン

ピュータ通信のひとつの形態であるインター

ネットには、情報入手だけでなく情報の発信

ができるという大きな特徴もある。

病院図書室においても、これらの新しい情

報流通環境に対して無関心、無知ではいられ

ない。図書室の情報提供機能の強化を図るた

めにも、情報入手経路のひとつとしてコン

ピュータ通信の導入が必要である。

ここでは、筆者のささやかな経験を元に、

図書室のコンピュータ通信ネットワークへの

接続とその情報資源について簡単に紹介する。
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２。コンピュータ ーネットワーク利用による

図書室業務の例

現在筆者の図書室では、ファックス用に引

いてあった１本の公衆電話回線を、それぞれ

モデムを搭載したパソコン３台に接続してお

り、どのパソコンからでもコンピュータ通信

ができる状態になっている。ただし普通のア

ナログ電話回線なので、同時に２ヶ所以上か

らの利用はできない。（図１）

当図書室でコンピュータ通信を使って日常

的に活用している機能としては、オンライン

文献検索、文献の所蔵館調査、Ｅメール、イ

ンターネットの ｗｗｗ（Ｗｏｒｌｄ Ｗｉｄｅ Ｗｅｂ）によ

る情報入手が挙げられる。

当院では、科学技術振興事業団（ＪＩＣＳＴ）

と契約し国内文献の検索をオンラインで行っ

ており、文献の所蔵館調査においても学術情

報センターにアクセスし目録所在情報データ

ベースにより検索している。

また、病院や大学の図書館のＥメールアド

レスを持っている担当者との連絡は、電話や

郵便よりもＥメールを使う場合が多い。郵便

よりも手間が要らず速報性にすぐれ、電話の

ように相手の仕事を中断したりすることなく

連絡を送ることができる。また、ファックス

と違い電子化された情報なのでそれを記録・

加工することが可能であるという大きな利点

があり、同じ通知を複数人に送るのもごく簡

単で、その上経済的でもあるなど、大変有効

なコミュニケーション手段であると実感して

いる。

コンピュータ・ネットワークへの接続によ

４－



り、一般的に病院図書室で活用できる主な機

能を契約先のサービス内容別に（表１）にま

とめた。

３．病院図書室でコンピュータ ーネットワー

クを利用するための準備

コンピュータ・ネットワークを利用して

情報を入手するために、図書室では、パソコ

ンの他に（１）通信回線、（２）モデム、ターミナ

ルアダプタ（ＴＡ）・ＤＳＵ、（３）通信用ソフト、

（４）利用契約などの準備が必要となる。特に

インターネットにアクセスするには、画像な

ど扱う情報量が多 いため、快適な利用環境を

整備す る必要がある。パソコンの能力（ＣＰＵ、

メモリなど）や通信回線、モデムの通信速度

など充分考慮に入れて設備を整えることが重

要であ る。
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（｜）通信回線

以下の３種類に大別できるが、回線の種類

による利用環境が問題になるのはインター

ネットだけである。商用オンラインサービス、

パソコン通信サービスでは、現在のところ

サービス自体の通信速度の最高が２８．８Ｋｂｐｓで

ある。

①公衆電話回線

ａ．アナログ回線（普通の電話回線）

・通信速度３３．６Ｋｂｐｓまで

ｂ．ＩＳＤＮ回線（ＩｎｔｅｇｒａｔｅｄＳｅｒｖｉｃｅｓ

ＤｉｇｉｔａｌＮｅｔｗｏｒｋ：高速デジタル回線）

・通信速度６４Ｋｂｐｓ。２回線分を使えば

１２８Ｋｂｐｓ。

表 １． コンピュータ ーネット ワーク接 続により図 書室で利 用できる主 な機能

商用オンラインサービス（ＪＯＩＳ） パソコン通信 インターネット

文献検索

原報オーダー

文献の所蔵館調査

文献検索

原報オーダー

電子メール

掲示板

会議室・フォーラム

インターネット接続

文献検索

原報オーダー

電子メール

雑誌の］ンテンツ・全文情報

ＮｅｔＮｅｗｓ

メーリングリスト

書籍のオーダー

ｗｗｗ

情報発信

ＦＡＸ

２回線独立して使用することができ

る。（例えば電話と通信の同時利用

が可能）

図１．当院での電話回線からの接続方法

Ａｐｐｌｅ

アダプタ

電話回線

－ ５ －
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②専用回線

インターネットの理想的な環境はルー

ターを介する専用回線での常時接続であ

るが、費用やサーバー管理などの面から、

現在のところ専用回線を引いてインドラ

ネットを構築するなど本格的なインター

ネット接続を行うことができるのは、ご

くわずかな恵まれた病院といえる。

③ ＯＣＮ（ＯｐｅｎＣｏｍｐｕｔｅｒＮｅｔｗｏｒｋ）

最近 ＮＴＴ が始めたサービスで、専用

回線に近い利用環境を、より低価格で提

供するというのが謳い文句である。以下

の４種類のサービスがある。（表２）

（２）モデム、ターミナルアダプタ（ＴＡ）など

①アナログ回線（普通の電話回線）を利用

る場合

・モデム：パソコンから送られるデジタ

ル信号をアナログ信号に変換する（或

いはその逆）ためのもの。

②ＩＳＤＮ回線を利用する場合

・ターミナルアダプタ（ＴＡ）、または

ＩＳＤＮボード、

・ＤＳＵ（デジタル回線終端装置）

（３）通信用ソフト

それぞれ用途に適した通信ソフトが必要で

ある。たとえば、ブラウザ（ＮｅｔｓｃａｐｅＮａｖｉ

－ｇａｔｏｒ、ＭＳＩｎｔｅｒｎｅｔＥｘｌｏｒｅｒ）やメールソ

フトなどのアプリケーション。また、イン

ターネットへの接続ドライバソフトなどがあ

る。最近は、パソコンにプレインストールさ

れている場合も多くなったので、必要な設定

をするだけでよい。

（４）利用契約

サービス内容別に主な契約先を（表３）に

挙げる。

４。病院図書室で活用できる有用なオンライ

ンデータベースやサイトの例

主な通信サービスで利用可能なデータベー

スを挙げておく（表４）。例えば ＭＥＤＬＩＮＥへ

は各種サービスからアクセスできる。また、

インターネットから ＪＩＣＳＴ オンラインシス

テムにアクセスし、Ｊ－ＭＥＤＩＣＩＮＥを利用する

こともできる。

表２．ＯＣＮサービスの概要

接続方式 通信速度 料 金

ＯＣＮエコノミー 常時接続

（メタリックケーブル）

１２８ｋｂｐｓ 月額 ３８，０００円

ＯＣＮスタンダード 常時接続

（光ファ仙 －゙：標準）

１．５Ｍｂｐｓ 月額 ３５０，０００円

ＯＣＮエンタープライズ 常時接続

（光ファイ；ｒー：高速）

６ Ｍｂｐｓ 月額 ９８５，０００円

ＯＣＮダイアルアクセス ダイヤルアップＩＰ接続 電話回線やＩ

ＩＳＤＮ回線を

」

利用する

月ｍ順 で２，３００円

Ｉ５陥川： ９円／分

別途ダイヤル通話料が必要

６ －
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表３．コンピュータ通信ネットワークの主な契約先

サービスの種類 契約先

商用オンラインサービス ＪＩＣＳＴ（科学技術振興事業団）

パソコン通信 ＮＩＦＴＹ－Ｓｅｒｖｅ

ＰＣ－ＶＡＮ

日経ＭＩＸ

インターネット （プロバイダ）＊’

ＯＣＮの場合はＮＴＴ

＊プロバイダは全国で数百社あまりあるといわれている。

アクセスポイントの数、回線数、料金体制（固定料金

制、従量制、その他）などを検討して選択する。

表４．病院図書室で活用できる有用なオンラインデータベースやサイトの例

通信サービス デ ータベ ース、サイト 利用料金

ＪＩＣＳＴオンライン

データベースサービス

ＭＥＤＬＩＮＥ

Ｊ－ＭＥＤＩＣＩＮＥ

ＴＯＸＬＩＮＥ

ＣＡＮＣＥＲＬＩＴ

ＥＭＢＡＳＥ

新聞記事データベース

¶

Ｊ

・有料：接続時間、出力件数

などにより課金される

ＮＩＦＴＹ－Ｓｅｒｖｅ ＭＥＤＬＩＮＥ

ＥＭＢＡＳＥ ド
インターネット ＭＥＤＬＩＮＥ

Ｊ－ＭＥＤＩＣＩＮＥ

医学雑誌の］ンテンツ

または全文情報

オンラインジャーナル

三谷ぎ尚 ｈ^

卜ここに

７ －
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５。インターネット上の関連ホームページ

インターネットの代表的な機能であるｗｗ

Ｗ（Ｗｏｒｌｄ ＷｉｄｅＷｅｂ）上には、医学医療分野

に限ってみても膨大な情報がある。その中の

一部ではあるが、少し役立ちそうなホーム

ページを参考として挙げておく。この項につ

いては国立京都病院 小田中徹也氏の協力を

得た。

（ｌ）ＳｅａｒｃｈＥｎｇｉｎｅ（ｗｗｗ上 の検索システム）

①世界のＷｅｂ上の全文をロボットが文字列

検索、最速最強のふたつ

ＡｌｔａＶｉｓｔａ

ｈｔｔｐ：／／ａｌｔａｖｉｓｔａ．ｄｉｇｉｔａｌ，ｃｏｍ／

ＨｏｔＢｏｔ

ｈｔｔｐ：／／ｐｔｅｒｙｘ．ｎａｔｕｒ．ｃｕｎｉ．ｃｚ／

ｆ`ｉｋａｃｅｋ／Ｓｅａｒｃｈ／ｈｏｔｂｏｔ．ｈｔｍ

②２年前にはサーチェ ンジンの代名詞

Ｌｙｃｏｓ

ｈｔｔｐ：／／ｌｙｃｏｓ，ｃｓ．ｅｍｕ．ｅｄｕ／

ＷｅｂＣｒａｗｌｅｒ

ｈｔｔｐ：／／ｗｅｂｃｒａｗｌｅｒ．ｃｏｍ／

③インターネットへの入門的サイト、ＨＰを

階層的に分類し登録、検索は ＡｌｔａＶｉｓｔａ

にリンク

Ｙａｈｏｏ －Ｈｅａｌｔｈ：Ｍｅｄｉｃｉｎｅ

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｙａｈｏｏ．ｃｏｍ／Ｈｅａｌｔｈ／

Ｍｅｄｉｃｉｎｅ／

（２）ＭｅｄｉｃａｌＲｅｓｏｕｒｃｅ８ＨＥＤＬＩＮＥ

①ＮＬＭ自身が提供する有料の ＭＥＤＬＩＮＥ検索

ＩｎｔｅｒｎｅｔＧｒａｔｅｆｕｌ Ｍｅｄ

ｈｔｔｐ：／／ｉｇｍ．ｎｌｍ．ｎｉｈ．ｇｏｖ／

②無料の政府系 ＭＥＤＬＩＮＥ 検索、極めて高速

ＮＣＢＩＰｕｂＭｅｄ

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ４．ｎｃｂｉ．ｎｌｉｎ．ｎｉｈ．ｇｏｖ／

ＰｕｂＭｅｄ／

③スポンサー付無料の ＭＥＤＬＩＮＥ 検索

ＨｅａｌｔｈＧａｔｅ

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｈｅａｌｔｈｇａｔｅ．ｃｏｍ／

ＨｅａｌｔｈＧａｔｅ／ＭＥＤＬＩＮＥ／

ｓｅａｒｃｈ－ａｄｖａｎｃｅｄ，ｓｈｔｍｌ

－

Ｍｅｄｓｃａｐｅ

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ５．ｍｅｄｓｃａｐｅ．ｃｏｍ／

ｄｅｆａｕｌｔ，ｍｈｔｍｌ

④オンライン上でフルテキストが読める電

子ジャーナル、必見のサイト（図２）

ＴｈｅＪｏｕｒｎａｌｏｆＣｌｉｎｉｃａｌＩｎｖｅｓｔｉｇａ－

ｔｉｏｎ

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｊｃｉ．０ｒｇ／

⑤代表的な医学雑誌のオンライン版、一つ

のスタンダード

ＮｅｗＥｎｇｌａｎｄＪｏｕｒｎａｌｏｆＭｅｄｉｃｉｎｅ

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｅｊｉｎ．０ｒｇ／

（３）ＭｅｄｉｃａｌＬｉｂｒａｒｙ

①医学情報関係者は一度は必ず開くべき

ＮＬＭ

ＮａｔｉｏｎａｌＬｉｂｒａｒｙｏｆ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ（ＮＬＭ）

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｌｒａ．ｎｉｈ．ｇｏｖ／

②カリフ ォルニ ア州立大学のバークレー校、

サンフランシスコ校、 スタンフォード大

学図書館、コンピュータ先進地域の大学

図書館見学に

Ｔｈｅｕｃ ＢｅｒｋｅｌｅｙＬｉｂｒａｒｉｅｓ

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｌｉｂ．ｂｅｒｋｅｌｅｙ．ｅｄｕ／

ＧＡＬＥＮＩＩ

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｌｉｂｒａｒｙ．ｕｃｓｆ．ｅｄｕ／

ＳｔａｎｆｏｒｄＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙＬｉｂｒａｒｉｅｓ＆

ＡｃａｄｅｍｉｃＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ－ｓｕｌ．Ｓｔａｎｆｏｒｄ．ｅｄｕ／

③ ノーベル賞選考委員会のあ るカロ リンス

カ研究所図書館

ＬｉｂｒａｒｙｏｆｔｈｅＫａｒｏｌｉｎｓｋａＩｎｓｔｉｔｕ－

ｔｅ

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｋｉｂ．ｋｉ．ｓｃ／

④日本の医学図書館と医学情報関連のサイ

トが リストアップ

ＵＭＩＮ

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｕｉｎｉｎ．ｕ－ｔｏｋｙ０．ａｃ．ｊｐ／

（４）その他

近畿病院図書室協議会ホームページ“Ｈｏｔ

ＬｉｎｋｓｆｏｒＭｅｄｉｃａｌ＆ＨｏｓｐｉｔａｌＬｉｂｒａｒｉａｎｓ”

８ －
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図２．ＪｏｕｒｎａｌｏｆＣｌｉｎｉｃａｌＩｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｏｎ のフルテキスト情報

ｌａ Ｏｎｌｉｎｅ

ＭＳＳＳＸ ＷＥＬ冨
ｍ ｍ

【Ｒｅｐｒｌｎｔ（ＰＤＯ）ＶｅｒｓｔＯＴ ｃｆｔｈｉｓａｒｔｉｄｓ）

Ｊ．Ｃｌｉ・．Ｉ●ｖ●ｉｌ．

ｆＴｈ●ＡＢＣ「ｌｅａｎＳＫｌ●ｔｆｆｏ
ｒロｉ●ｉｃ●ｌ■・ｖｅ＞ｌｌ｜●ｔｌｏ＞．Ｉｎｃ．

ａ０２ｌ－９７３Ｓ／９７／ａ４／１４６３／０２ｔ２．００

Ｖｔｉｕ－ ９９．舅－●ｋｃｒ７．Ａｐｒｉｌ１９９７．Ｉ４る３：－１４６４

ＳｉｇｎａｌＴｒａｎｓｄｕｃｔｉｏｎ Ａｂｎｏｒｍａｌｉｔｉｅｓｉｎ Ｃａｎｃｅｒ Ｍｉｔｏｇｅ「ト ａｃｔｉｖａｔｅｄ

Ｐｒｏｔｅｉｎ Ｋｉｎａｓｅ Ｒｅｇｕｌａｔｉｏｎ ｉｓ Ａｌｔｅｒｅｄ ｉｎ Ｂｒｅａｓｔ Ｃａｎｃｅｒ

Ｇａｒｙｔ．Ｊｏｈｎｓｏｎ

Ｄｌｒｅｃｌｏｒ．ＰｒｏｇｒａｍＩｎＨｏｉｅｃｕｌｓｒＳＩｇｎｏｌＴｒａｎｓｄｕｃｔｉｏｎＤｉｖｉｓｉｏｎｏｆＢａｓｉｃＳｃｉｅｎｃｅｓＮｏｔｉｏｎａｌＪｅｗｉｓｈ

ｎｅｄｉｃＤｌａｎｄＲｅｓｅａｒｃｈＣｅｎｔＢ’－

□ ＲをｆＢｒｅｎｃｅｓ

（２）パソコン通信

基本的には個人利用であり、図書館員自身

が情報入手などの業務に利用するのが好まし

い。図書室で職員が利用するなら、ハード

ウェアを貸すだけで、個人が各自ＩＤとパス

ワードを持って利用する形にしたい。

（３）インターネット

ホームページによる情報検索は不特定多数

の人が利用できるが、Ｅメール、ＦＴＰなどに

ついては、ＩＤとパスワードが要求されるた

め、やはり図書館員が管理するのが一般的。

図書室業務用、図書館員の情報入手、情報交

換のツールとしては有効である。

利用環境や運用の方法については以下の３

つに大別できる。

①病院が専用回線を持ち、院内にインドラ

ネットの構築がされている場合

②病院で常時接続（専用回線、ＯＣＮのエコ
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６。病院図書室でコンピュータ ーネットワー

クを利用する場合の管理と運用

利用契約を結ぶとＩＤとパスワードが交付

されるが、運用の仕方によりそれらの管理方

法や利用規定を定めておく必要がある。

（１）商用オンラインサービス（データベース

検索）

例えば文献検索などは、料金体系が接続時

間と出力件数による従量制であり検索には熟

練を要するため、利用者個人には開放せず、

図書館員がパスワードを管理し、検索をする

方がよい。
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ノミー、スタンダード、エンタープライ

ズ）の回線を引きその窓口を図書室とし、

なおかつ職員にも開放している場合

③ダイアルアップ接続（アナログ回線、

ＩＳＤＮ回線、ＯＣＮのダイアルアクセスなど）

で図書室専用で利用する場合

特に①や②のように職員に開放する場合は、

管理と運用に一定の規則が必要である。

了。結びにかえて一電子メディア利用に際し

ての課題

本を購入するには本棚が必要であるように、

電子メディアを利用するためには一定の設備

が必要であり、インフラ整備は必須である。

しかし、従来のメディアとの並存も続くと思

われ、当面は二重のコストがかかるかもしれ

ない。同じデータベースがさまざまな形態で

利用に供されているが、それぞれの特性を理

解し、料金や検索における付加価値などから

取捨選択する必要がある。

以上、病院図書室で電子メディアを利用す

る際に必要な事柄を簡単に紹介した。しかし、

電子メディアをめぐっては情報環境の変化が

著しく、実際に導入する際にはその時点で改

めてそれらについて調査する必要がある。

特にインターネットの ＷｆｆＷの情報資源は

増加し続けており、この膨大な情報の中か

ら必要かつ有用な情報を効率よく探し出すの

はなかなか困難である。そこで私達図書館員

には、情報と利用者を結びつけるインター

フェイスになるという役割が求められると予

想される。さまざまなメディアの特性を理解

し、時代のニーズに合った質の高い情報を的

確に提供できる知識や技術を身につけること

が必要とされるであろう。

最後に白状すれば、パソコン通信を始めた

ときもインターネットを始めたときも、モデ

ムを繋いだり、通信ソフトの設定をしたりそ

の都度いつも苦労した。しかし、一度接続で

きるとあとは簡単、今では当たり前のように

日々の業務になくてはならないツールとなっ

ている。

コンピュータ・ネットワークの活用の仕方

は決まったものではなく、各人、各図書室さ

まざまであって当然である。その一例として

紹介したが、少しでも参考にして頂ければ幸

いである。
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